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　大佐山は、新見市の北西部に位置し、標高
988ｍの山頂からパラグライダーが楽しめるス
カイスポーツの山として知られています。
　正面登山道を使えば約1時間の登山が楽しむ
ことができ、山頂は360度の大パノラマで、中
国山地の山なみや雄大な雲海を眺めることがで
きます。

岡山県マスコット　うらっちとももっち
No.422.   2012.  3.  1

「大佐山」( 新見市 ) の紹介
国際森林年・日本のテーマは、「森を歩く」。今回は備作山地県立自然公園の一角にあり

山頂からの大パノラマで中国山地の山なみを楽しむことのできる「大佐山」を紹介します。
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森林の名称　大佐山（おおさやま）               

ア ク セ ス　大佐スマートＩＣから車で約 35 分   

山頂の施設  　センターハウス、レストラン  

　  　　　　　　展望風呂、ファミリーロッジなど

問い合わせ先　大佐山管理事務所  

                      TEL：（0867）98‒3461   

大佐山山頂から大佐方面を望む

　登山道中腹には、竜の伝説が残る竜王池があ
り、5～6月にはモリアオガエルの卵塊を見るこ
とができます。また、頂上付近には、風の精と
呼ばれる蝶ミドリシジミの棲むカシワの木が群
生し、ミズナラ・シャクナゲ・アテツマンサク
などの貴重な動植物を観察しながら、散策を行
うことができます。　

新緑の登山道を散策

1ヶ月あたり
約350円

1ヶ月あたり
約620円

森林
国営保険

FOREST
INSURANCE 加入できる森林は？　人の手が加わった森林

加入期間は？　　　　１年単位で何年でも！
保険金がでるのは？
　火災、風害、水害、雪害、干害等気象災の損害が
あったとき、森林所有者に支払われます。
　岡山県では過去５年間で20億円以上の保険金が支
払われました。

樹　　種…ヒノキ　契約時林齢…１年　 　　　     　　樹　　種…ヒノキ　契約時林齢…26年
保険期間…５年　　保険金額…最大188万円　  　 　 　保険期間…５年　　保険金額…最大299万円
一括払いだと２１，２２５円（５年間計）       　　　一括払いだと３７，３７５円（５年間計）

○保険金額を50％にすることにより、保険料を50％にすることも出来ます。
○条件によって契約金額が変わってきます。
○ご相談は、最寄りの森林組合、県民局（森林整備課）・地域事務所（地域森林課）の窓口へどうぞ。

ご契約のモデルケース（１haあたり）

電話番号　086（226）7455（直通）岡山県農林水産部治山課

共 販 日 の ご 案 内　　岡山県森林組合連合会
４／13（金）　新見木材共販所　開設48周年記念市 
４／17（火）　津山木材共販所　開設50周年記念市
４／27（金）　勝山木材共販所　開設46周年記念市        
◆各共販所とも多くの出荷をお待ちしております
　　　　５／25（金）乾しいたけ春季特市
　　　　岡山県乾椎茸品評会・箱物コンクールを６月に
　　　　開催しますので、多数のご出品・ご参加をお願いします。

－12－
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この用紙は、日本の森林を育てるために間伐材を
積極的に使用しています。（間伐材 10%+ 古紙 70%）
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合
員
の
所
有

林
を
ま
と
め

て
森
林
組
合

が
管
理
で
き

る
よ
う
準
備

を
進
め
て
い

ま
す
。
先
ほ

ど
の
作
業
員

の
中
で
林
産

班
を
現
在
２

班
編
成
し
て

搬
出
間
伐
に
対
応
し
て
い
ま
す
が
、
路

網
整
備
と
団
地
化
に
向
け
た
具
体
的
な

計
画
・
実
施
の
体
制
づ
く
り
も
必
要
で

す
。

三
　
お
わ
り
に

  

高
梁
市
で
は
今
年
度
か
ら
ヒ
ル
ク
ラ

イ
ム
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
リ
ー
ズ
（
全
国
規

模
の
自
転
車
競
技
イ
ベ
ン
ト
）
が
開
催

さ
れ
、
森
林
組
合
は
そ
の
大
会
の
主
会

場
で
木
工
教
室
を
開
い
て
、
来
場
者
を

も
て
な
す
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。
地

域
の
森
林
資
源
を
活
か
し
た
森
林
管
理

の
担
い
手
と
し
て
、
今
後
益
々
重
要
な

役
割
を
担
う
森
林
組
合
の
活
動
を
支
援

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
（
林
業
普
及
指
導
員
　
今
津
　
学
）

の
現
場
で
は
、
臨
時
・
緊
急
雇
用
も
含

め
て
現
在
37
名
の
作
業
員
が
働
い
て
い

ま
す
。
平
均
年
齢
は
、
54
歳
と
10
年
前

と
比
べ
て
７
歳
ほ
ど
若
く
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
若
い
作
業
員
が
新
た
に

入
っ
て
き
て
い
る
た
め
で
、
山
で
働
く

こ
と
を
希
望
し
て
県
外
か
ら
の
移
住
者

も
い
ま
す
。
雨
天
時
に
も
安
定
し
て
就

労
で
き
る
よ
う
炭
焼
き
施
設
を
設
置
し

地
域
に
豊
富
に

あ
る
広
葉
樹
材

を
使
っ
て
、
木

炭
・
木
酢
液
の

製
造
・
販
売
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

│
今
後
の
事

業
展
開
は
？

　
当
地
域
の
森
林
は
、
広
葉
樹
・
松
林

が
７
割
を
占
め
て
お
り
、
ス
ギ
・
ヒ
ノ

キ
の
人
工
林
は
、
そ
の
多
く
が
小
面
積

で
急
峻
な
地
形
に
点
在
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
施
業
の
集
約
化
、
特
に
搬
出

間
伐
の
団
地
設
定
は
地
域
が
限
ら
れ
て

く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
個
々
の
組

一
　
は
じ
め
に

　
び
ほ
く
森
林
組
合
は
、
平
成
22
年
４

月
に
高
梁
地
方
森
林
組
合
と
天
神
森
林

組
合
が
合
併
し
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
県

中
西
部
の
高
梁
市
、
真
庭
市
（
旧
北
房

町
）
及
び
吉
備
中
央
町
（
旧
賀
陽
町
）

を
区
域
と
し
て
お
り
、
現
在
県
内
に
13

あ
る
森
林
組

合
の
中
で
は

一
番
組
合
員

が
多
い
組
合

と
な
っ
て
い

ま
す
。
現
在

の
取
り
組
み

状
況
な
ど
に

つ
い
て
、
久

内
参
事
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

二
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

│
現
在
の
事
業
活
動
の
状
況
は
？

　
主
要
事
業
は
森
林
整
備
で
、
公
社
・

公
団
・
市
有
林
な
ど
の
人
工
林
の
保

育
・
利
用
間
伐
の
割
合
が
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら
高
梁
市

が
里
山
林
再
生
を
進
め
て
お
り
、
天
然

林
の
整
備
も
行
っ
て
い
ま
す
。
当
組
合

特
集
【【
が
ん
ば
る
森
林
組
合
⑤
】

び
ほ
く
森
林
組
合
の
紹
介

高
梁
普
及
指
導
区

久内参事

新見市神郷女性林業研究グループ

インターンシップ研修

　
来
年
度
の
協
会
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

協
会
会
員
に
は
、
機
関
誌
「
林
声
」
及

び
全
国
林
業
改
良
普
及
協
会
発
行
の

「
林
業
新
知
識
」
を
配
布
し
て
お
り
ま

す
。
現
場
発
信
の
山
づ
く
り
技
術
・
手

法
、
ア
イ
デ
ィ
ア
・
工
夫
な
ど
、
身
近

で
役
立
つ
情
報
を
掲
載
し
た
役
立
つ
実

用
誌
で
す
。
「
現
代
林
業
」
な
ど
、
全

林
協
発
刊
図
書
の
斡
旋
販
売
の
会
員
特

典
も
あ
り
ま
す
。
林
業
関
係
者
は
も
と

よ
り
、
森
林
・
林
業
に
関
心
の
あ
る
方

の
加
入
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
会
費
は
平
成
23
年
度
の
も
の
で
す
。

正
式
に
は
総
会
後
に
決
定
し
ま
す
。
）

し
、
し
い
た
け
栽
培
、
間
伐
・
木
工
体

験
、
こ
ん
に
ゃ
く
・
こ
け
玉
づ
く
り
を
実

施
し
ま
し
た
。
し
い
た
け
が
た
く
さ
ん
発

生
し
、
先
生
、
子
ど
も
た
ち
、
お
母
さ
ん

方
に
大
変
喜
ば
れ
た
そ
う
で
す
。

　
機
関
誌
「
林
声
」
の
発
行
、
全
国
林
業

改
良
普
及
協
会
発
行
「
林
業
新
知
識
」

の
配
布
を
通
じ
て
、
会
員
へ
の
情
報
提

供
、
お
か
や
ま
森
の
大
使
に
よ
る
県
民
へ

の
森
林
・
林
業
に
関
す
る
Ｐ
Ｒ
な
ど
、
情

報
発
信
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
森
林
・
林
業
に
関
す
る
情

報
、
ト
ピ
ッ
ク
を
広
く
お
知
ら
せ
し
、

会
員
相
互
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ

う
、
活
動
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
御
理

解
・
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

（
岡
山
県
林
業
改
良
普
及
協
会
事
務
局
）

て
取
り
組
ん
だ
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

研
修
」
が
森
林
研
究
所
の
指
導
の
も

と
、
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
県
立
勝
間
田

高
等
学
校
の
グ
リ
ー
ン
環
境
科
２
年
生

が
、
県
内
の
林
業
関
係
団
体
へ
赴
き
、

下
刈
り
作
業
、
林
業
機
械
の
操
作
、
森

林
内
で
の
調
査
、
測
量
な
ど
の
業
務
を

体
験
し
ま
し
た
。
有
意
義
な
体
験
が
、

林
業
関
係
事
業
体
へ
の
就
業
促
進
、
地

域
を
担
う
人
材
育
成
に
つ
な
が
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
10
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
、
全
林
研

主
催
の
研
修
が
東
京
に
お
い
て
３
件
実

施
さ
れ
、
県
普
及
協
会
か
ら
は
研
修
生

を
４
名
派
遣
（
予
定
含
む
）
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
全
林
研
の
「
高
校
生
等
に
対

す
る
林
業
経
営
・
就
業
体
験
等
事
業
」

に
新
見
市
神
郷
女
性
林
業
研
究
グ
ル
ー

プ
が
取
り
組
み
、
地
元
小
学
校
と
連
携

　
岡
山
県
林
業
改
良
普
及
協
会
の
平
成

23
年
度
の
活
動
を
振
り
返
り
、
事
業
報

告
を
い
た
し
ま
す
。

　
５
月
の
総
会
、
６
月
の
専
門
部
会
に

お
い
て
、
今
年
度
の
活
動
計
画
を
検
討

し
、
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
７
月
に
は
、
勝
山
木
材
ふ
れ
あ
い
会

館
に
て
、
県
内
各
地
か
ら
林
業
グ
ル
ー

プ
60
名
が
集
ま
り
、「
林
業
研
究
グ
ル
ー

プ
交
換
研
修
大
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
県
外
研
修
参
加
者
か
ら
の
研
修
成

果
発
表
や
、
各
グ
ル
ー
プ
の
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
真
庭
森
林
・
林

業
研
究
会
か
ら
は
、
前
年
度
に
取
り
組

ま
れ
た
森
林
資
源
調
査
の
発
表
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
午
後
か
ら

は
、
バ
イ
オ
マ
ス
集
積
基
地
の
見
学
な

ど
、
視
察
研
修
も
行
い
ま
し
た
。

　
真
庭
森
林
・
林
業
研
究
会
は
、
７
月

27
〜
28
日
に
島
根
県
で
開
催
さ
れ
た

「
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
林
業
研
究
グ

ル
ー
プ
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
お
い
て
最
優

秀
と
な
り
、
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
の

代
表
と
し
て
、
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
へ
参

加
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
９
月
に
は
、
全
国
林
業
研
究
グ
ル
ー

プ
連
絡
協
議
会
（
全
林
研
）
事
業
と
し

平
成
23
年
度

　事
業
活
動
報
告

平
成
24
年
度
会
員
募
集
の
お
知
ら
せ

申込先：岡山県林業改良普及協会事務局
℡086-226-7451　〒700-8750
岡山市北区内山下2-4-6（岡山県庁林政課普及指導班内）　

内　　　容 会費・購読料

岡山県林業改良普及協会会員
（林声/年6回発行、林業新知
識/年間購読（12ヶ月分）

「現代林業」
年間購読（12ヶ月分）

2,300 円

3,600 円
（会員外は
5,700 円）

 日本植生は環境緑化技術を創造し、地球環境の保全に貢献します。
間伐材利用生分解型植生シート間伐材利用植生マット間伐材利用植生基材マット 間伐材利用植生シート

津 山 支 所／津山市高尾573-1　　　TEL（0868）28-0256
岡山営業所／岡山市北区芳賀5325-2　    TEL（086）294-1000

 

切土土砂用

間伐材利用生分解型植生マット

切土土砂用 盛土用切土軟岩用 盛土用

「岡山県エコ製品」の認定を受けた５品目
 間伐材を有効利用した環境緑化資材です。

NETIS登録：CB-010046-A  間伐材利用植生マット工法「森樹郎（シンキロウ）マット工法」

木炭・木酢液製造装置

搬出間伐の状況

里山林の整備

－２－－３－
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在
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す
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齢
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前

と
比
べ
て
７
歳
ほ
ど
若
く
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
若
い
作
業
員
が
新
た
に

入
っ
て
き
て
い
る
た
め
で
、
山
で
働
く

こ
と
を
希
望
し
て
県
外
か
ら
の
移
住
者

も
い
ま
す
。
雨
天
時
に
も
安
定
し
て
就

労
で
き
る
よ
う
炭
焼
き
施
設
を
設
置
し

地
域
に
豊
富
に

あ
る
広
葉
樹
材

を
使
っ
て
、
木

炭
・
木
酢
液
の

製
造
・
販
売
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

│
今
後
の
事

業
展
開
は
？

　
当
地
域
の
森
林
は
、
広
葉
樹
・
松
林

が
７
割
を
占
め
て
お
り
、
ス
ギ
・
ヒ
ノ

キ
の
人
工
林
は
、
そ
の
多
く
が
小
面
積

で
急
峻
な
地
形
に
点
在
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
施
業
の
集
約
化
、
特
に
搬
出

間
伐
の
団
地
設
定
は
地
域
が
限
ら
れ
て

く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
個
々
の
組

一
　
は
じ
め
に

　
び
ほ
く
森
林
組
合
は
、
平
成
22
年
４

月
に
高
梁
地
方
森
林
組
合
と
天
神
森
林

組
合
が
合
併
し
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
県

中
西
部
の
高
梁
市
、
真
庭
市
（
旧
北
房

町
）
及
び
吉
備
中
央
町
（
旧
賀
陽
町
）

を
区
域
と
し
て
お
り
、
現
在
県
内
に
13

あ
る
森
林
組

合
の
中
で
は

一
番
組
合
員

が
多
い
組
合

と
な
っ
て
い

ま
す
。
現
在

の
取
り
組
み

状
況
な
ど
に

つ
い
て
、
久

内
参
事
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

二
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

│
現
在
の
事
業
活
動
の
状
況
は
？

　
主
要
事
業
は
森
林
整
備
で
、
公
社
・

公
団
・
市
有
林
な
ど
の
人
工
林
の
保

育
・
利
用
間
伐
の
割
合
が
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら
高
梁
市

が
里
山
林
再
生
を
進
め
て
お
り
、
天
然

林
の
整
備
も
行
っ
て
い
ま
す
。
当
組
合

特
集
【【
が
ん
ば
る
森
林
組
合
⑤
】

び
ほ
く
森
林
組
合
の
紹
介

高
梁
普
及
指
導
区

久内参事

新見市神郷女性林業研究グループ

インターンシップ研修

　
来
年
度
の
協
会
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

協
会
会
員
に
は
、
機
関
誌
「
林
声
」
及

び
全
国
林
業
改
良
普
及
協
会
発
行
の

「
林
業
新
知
識
」
を
配
布
し
て
お
り
ま

す
。
現
場
発
信
の
山
づ
く
り
技
術
・
手

法
、
ア
イ
デ
ィ
ア
・
工
夫
な
ど
、
身
近

で
役
立
つ
情
報
を
掲
載
し
た
役
立
つ
実

用
誌
で
す
。
「
現
代
林
業
」
な
ど
、
全

林
協
発
刊
図
書
の
斡
旋
販
売
の
会
員
特

典
も
あ
り
ま
す
。
林
業
関
係
者
は
も
と

よ
り
、
森
林
・
林
業
に
関
心
の
あ
る
方

の
加
入
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
会
費
は
平
成
23
年
度
の
も
の
で
す
。

正
式
に
は
総
会
後
に
決
定
し
ま
す
。
）

し
、
し
い
た
け
栽
培
、
間
伐
・
木
工
体

験
、
こ
ん
に
ゃ
く
・
こ
け
玉
づ
く
り
を
実

施
し
ま
し
た
。
し
い
た
け
が
た
く
さ
ん
発

生
し
、
先
生
、
子
ど
も
た
ち
、
お
母
さ
ん

方
に
大
変
喜
ば
れ
た
そ
う
で
す
。

　
機
関
誌
「
林
声
」
の
発
行
、
全
国
林
業

改
良
普
及
協
会
発
行
「
林
業
新
知
識
」

の
配
布
を
通
じ
て
、
会
員
へ
の
情
報
提

供
、
お
か
や
ま
森
の
大
使
に
よ
る
県
民
へ

の
森
林
・
林
業
に
関
す
る
Ｐ
Ｒ
な
ど
、
情

報
発
信
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
森
林
・
林
業
に
関
す
る
情

報
、
ト
ピ
ッ
ク
を
広
く
お
知
ら
せ
し
、

会
員
相
互
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ

う
、
活
動
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
御
理

解
・
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

（
岡
山
県
林
業
改
良
普
及
協
会
事
務
局
）

て
取
り
組
ん
だ
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

研
修
」
が
森
林
研
究
所
の
指
導
の
も

と
、
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
県
立
勝
間
田

高
等
学
校
の
グ
リ
ー
ン
環
境
科
２
年
生

が
、
県
内
の
林
業
関
係
団
体
へ
赴
き
、

下
刈
り
作
業
、
林
業
機
械
の
操
作
、
森

林
内
で
の
調
査
、
測
量
な
ど
の
業
務
を

体
験
し
ま
し
た
。
有
意
義
な
体
験
が
、

林
業
関
係
事
業
体
へ
の
就
業
促
進
、
地

域
を
担
う
人
材
育
成
に
つ
な
が
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
10
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
、
全
林
研

主
催
の
研
修
が
東
京
に
お
い
て
３
件
実

施
さ
れ
、
県
普
及
協
会
か
ら
は
研
修
生

を
４
名
派
遣
（
予
定
含
む
）
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
全
林
研
の
「
高
校
生
等
に
対

す
る
林
業
経
営
・
就
業
体
験
等
事
業
」

に
新
見
市
神
郷
女
性
林
業
研
究
グ
ル
ー

プ
が
取
り
組
み
、
地
元
小
学
校
と
連
携

　
岡
山
県
林
業
改
良
普
及
協
会
の
平
成

23
年
度
の
活
動
を
振
り
返
り
、
事
業
報

告
を
い
た
し
ま
す
。

　
５
月
の
総
会
、
６
月
の
専
門
部
会
に

お
い
て
、
今
年
度
の
活
動
計
画
を
検
討

し
、
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
７
月
に
は
、
勝
山
木
材
ふ
れ
あ
い
会

館
に
て
、
県
内
各
地
か
ら
林
業
グ
ル
ー

プ
60
名
が
集
ま
り
、「
林
業
研
究
グ
ル
ー

プ
交
換
研
修
大
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
県
外
研
修
参
加
者
か
ら
の
研
修
成

果
発
表
や
、
各
グ
ル
ー
プ
の
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
真
庭
森
林
・
林

業
研
究
会
か
ら
は
、
前
年
度
に
取
り
組

ま
れ
た
森
林
資
源
調
査
の
発
表
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
午
後
か
ら

は
、
バ
イ
オ
マ
ス
集
積
基
地
の
見
学
な

ど
、
視
察
研
修
も
行
い
ま
し
た
。

　
真
庭
森
林
・
林
業
研
究
会
は
、
７
月

27
〜
28
日
に
島
根
県
で
開
催
さ
れ
た

「
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
林
業
研
究
グ

ル
ー
プ
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
お
い
て
最
優

秀
と
な
り
、
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
の

代
表
と
し
て
、
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
へ
参

加
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
９
月
に
は
、
全
国
林
業
研
究
グ
ル
ー

プ
連
絡
協
議
会
（
全
林
研
）
事
業
と
し

平
成
23
年
度

　事
業
活
動
報
告

平
成
24
年
度
会
員
募
集
の
お
知
ら
せ

申込先：岡山県林業改良普及協会事務局
℡086-226-7451　〒700-8750
岡山市北区内山下2-4-6（岡山県庁林政課普及指導班内）　

内　　　容 会費・購読料

岡山県林業改良普及協会会員
（林声/年6回発行、林業新知
識/年間購読（12ヶ月分）

「現代林業」
年間購読（12ヶ月分）

2,300 円

3,600 円
（会員外は
5,700 円）

 日本植生は環境緑化技術を創造し、地球環境の保全に貢献します。
間伐材利用生分解型植生シート間伐材利用植生マット間伐材利用植生基材マット 間伐材利用植生シート

津 山 支 所／津山市高尾573-1　　　TEL（0868）28-0256
岡山営業所／岡山市北区芳賀5325-2　    TEL（086）294-1000

 

切土土砂用

間伐材利用生分解型植生マット

切土土砂用 盛土用切土軟岩用 盛土用

「岡山県エコ製品」の認定を受けた５品目
 間伐材を有効利用した環境緑化資材です。

NETIS登録：CB-010046-A  間伐材利用植生マット工法「森樹郎（シンキロウ）マット工法」

木炭・木酢液製造装置

搬出間伐の状況

里山林の整備
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ら
れ
る
立
場
に
な
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
そ
の
た
め
の
自
己
研
鑽
に
は
、
現
場

で
の
実
践
と
併
せ
て
、
ネ
ッ
ト
の
検
索

な
ど
も
活
用
し
て
理
論
面
に
も
関
心
を

持
っ
て
い
ま
す
。

　
又
、遠
い
将
来
的
に
は
、自
分
が
手
が

け
た
各
地
の
現
場
の
将
来
の
姿
『
美
し

い
森
』
を
想
像
す
る
と
と
て
も
楽
し
み

が
あ
り
ま
す
。」
と
頼
も
し
い
返
事
が

返
っ
て
き
ま
し
た
。

○
お
わ
り
に

　
安
全
作
業
の
第
一
歩
で
あ
る
、
十
分

な
声
か
け
と
丁
寧
な
安
全
確
認
を
し
て

着
実
に
作
業
を
行
っ
て
い
る
若
い
フ
ォ

レ
ス
タ
ー
の
姿
を
み
な
が
ら
、
現
場
班

長
か
ら
の
「
安
全
に
よ
く
注
意
し
て
大

き
く
成
長
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま

す
。」と
の
期
待
の
言
葉
を
聞
い
て
、
現

地
で
の
聞
き
取
り
を
終
え
ま
し
た
。　

　
多
忙
な
作
業
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

快
く
取
材
に
応
じ
て
い
た
だ
い
た
関
係

者
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　（
林
業
普
及
指
導
員
　
中
村
　
学
）

＊
Ｏ
Ｊ
Ｔ（O

n  The  Job  Training

）

　
職
場
で
実
際
の
仕
事
を
通
じ
て
必
要
な
知
識
や

技
能
を
身
に
つ
け
て
い
く
こ
と
。「
職
場
内
訓
練
」と

も
い
う
。

脚
を
か
す
め
た
体
験
が
あ
り
ま
す
。以

降
、
よ
り
注
意
を
集
中
さ
せ
る
様
に
な

り
ま
し
た
。

○
高
性
能
林
業
機
械
に
つ
い
て
は
？

　
緑
の
雇
用
研
修
等
の
充
実
し
た
各
現

場
研
修
に
加
え
て
、Ｏ
Ｊ
Ｔ
な
ど
に
よ

り
、
高
性
能
林
業
機
械
の
オ
ペ
も
し
て

い
ま
す
。こ
の
現
場
で
は
、プ
ロ
セ
ッ
サ

を
操
作
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
出
来
る
限
り
勉
強
（
研

修
）
の
機
会
を
求
め
て
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
将
来
に
つ
い
て
は
？
（
５
年
後
の
自

　
分
の
姿
を
尋
ね
て
み
る
と
）

（
少
し
考
え
て
）「
今
は
、ま
だ
教
わ
る
立

場
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
技

術
を
体
得
し
て
、
他
人
に『
技
』を
伝
え

し
た
が
、
地
元
へ
の
Ｕ
タ
ー
ン
を
考
え

て
い
た
時
に
、友
人
の
岸
本
さ
ん（
約
半

年
早
く
岡
山
森
林
組
合
に
採
用
）
に
紹

介
さ
れ
、
平
成
21
年
11
月
に
採
用
さ
れ

ま
し
た
。

　
平
成
22
年
度
に
は
、
緑
の
雇
用
研
修

に
参
加
し
ま
し
た
。

○
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
に
な
っ
て
い
か
が
で

　
す
か
？

　
造
林
班
に
就
い
て
み
て
、
考
え
て
い

た
と
お
り
の
自
然
の
中
の
充
実
し
た
有

意
義
な
仕
事
で
、
優
し
く
も
厳
し
い
班

の
先
輩
達
の
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
受
け
て
い
ま

す
。自
分
の
性
分
に
も
よ
く
合
っ
て
い

る
と
思
う
の
で
、
末
永
く
続
け
て
ゆ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。ち
な
み
に
座

右
の
銘
は
、「
自
然
体
で
・
・
・
」で
す
。

又
、
山
菜
な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
山
の
恵

み
の
知
識
も
増
や
し
て
、
豊
か
な
人
生

に
結
び
つ
け
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
初
め
て
緊
張
の
中
で
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

で
樹
を
伐
っ
た
時
の
感
動
に
は
忘
れ
が

た
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。（
初
め
の
う
ち

は
、
皆
と
同
じ
く
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
は
、

「
こ
わ
い
」道
具
と
目
に
映
っ
て
い
た
頃

も
あ
り
ま
し
た
。

○
ぶ
し
つ
け
な
が
ら
「
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト

　
体
験
」は
？  

　
初
め
の
頃
、チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
刃
が

○
は
じ
め
に             

　
白
い
も
の
が
舞
う
２
月
初
旬
、
浮
森

組
合
長
紹
介
の
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
杉
本
洋

さ
ん
を
岡
山
市
北
区
建
部
町
の
間
伐
現

場（
財
産
区
有
林
）に
訪
ね
ま
し
た
。

○
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
は
？

　
旧
加
茂
川
町
円
城
の
出
身
で
、
山
の

中
で
育
ち
ま
し
た
が
、特
に「
森
林
・
林

業
」
を
意
識
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
県
南
で
警
備
の
仕
事
等
を
し
て
い
ま

普
及
最
前
線

「
こ
の
人
に
聞
く
！
」

普
及
最
前
線

「
こ
の
人
に
聞
く
！
」

普
及
最
前
線

「
こ
の
人
に
聞
く
！
」

杉
本

　洋
さ
ん
（
　
歳
）

岡
山
森
林
組
合

  

フ
ォ
レ
ス
タ
ー   

８

す
ぎ
も
と

　
　ひ
ろ
し

30

－４－－５－

プロセッサの作業中

ン
を
引
っ
張
り
上
げ
、
ド
ラ
イ
ブ
リ
ン

ク
が
ガ
イ
ド
バ
ー
か
ら
出
る
か
出
な
い

か
ぐ
ら
い
を
目
安
と
し
ま
す
。
な
お
、

ス
プ
ロ
ケ
ッ
ト
ノ
ー
ズ
バ
ー
は
き
つ
め

に
、
ハ
ー
ド
ノ
ー
ズ
バ
ー
は
少
し
緩
め

に
し
ま
す
。

●
燃
料
の
混
合
比
は
？

　
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
燃
料
は
無
鉛
ガ
ソ

リ
ン
に
２
サ
イ
ク
ル
エ
ン
ジ
ン
の
オ
イ

ル
を
混
ぜ
た
混
合
油
を
使
用
し
ま
す
。

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
場
合
25
〜
50
：
１
の

混
合
比
の
燃
料
が
一
般
的
で
す
。
オ
イ

ル
の
量
が
規
程
よ
り
多
い
と
カ
ー
ボ
ン

が
た
ま
り
や
す
く
、
少
な
い
と
エ
ン
ジ

ン
が
焼
き
付
き
や
す
く
な
り
ま
す
。
な

お
、
最
近
で
は
50
：
１
の
比
率
を
使
用

す
る
機
種
が
主
流
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
資
格
は
？

　
労
働
安
全
衛
生
法
施
行
規
則
第36

条

に
よ
り
、
事
業
者
は
労
働
者
に
対
し
て

特
別
の
教
育
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。
講
習
は
林
業
・
木
材
製
造
業
労

働
災
害
防
止
協
会
や
建
機
メ
ー
カ
等
で

行
わ
れ
て
お
り
、
学
科
１
日
、
実
技
１

日
の
講
習
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
な
お
、
自
分
の
山
等
で
使
用
す
る

場
合
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
安
全
で

適
正
な
使
用
を
す
る
た
め
、
資
格
を
取

得
す
る
こ
と
を
お
奨
め
し
ま
す
。

（
普
及
推
進
課
　
林
業
普
及
推
進
班
）

ね
、
低
速
ス
ク
リ
ュ
ー
１
回
転
と
１
／
２

±
１
／
４
程
度
、
高
速
ス
ク
リ
ュ
ー
１
回

転
と
１
／
４
±
１
／
４
程
度
で
す
。
機

種
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
る
の
で
取
扱
説
明

書
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
次
に
エ
ン
ジ

ン
を
始
動
さ
せ
、ア
イ
ド
リ
ン
グ
状
態
で

ソ
ー
チ
ェ
ン
が
回
転
し
な
い
よ
う
に
ア
イ

ド
リ
ン
グ
ス
ク
リ
ュ
ー
を
調
整
し
ま
す
。

そ
の
後
、
軽
く
ス
ロ
ッ
ト
ル
を
引
き
な
が

ら
、
ス
ム
ー
ズ
に
エ
ン
ジ
ン
が
吹
き
上
が

る
よ
う
に
、
低
速
ス
ク
リ
ュ
ー
を
微
調
整

し
ま
す
。
次
に
フ
ル
ス
ロ
ッ
ト
ル
に
し
て
、

エ
ン
ジ
ン
音
を
聞
き
な
が
ら
、一
番
甲
高

い
音
に
な
る
よ
う
高
速
ス
ク
リ
ュ
ー
で
調

整
し
ま
す
。
最
近
で
は
、
キ
ャ
ブ
レ
タ
ー

調
整
不
要
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
も
販
売
さ
れ
て

い
ま
す
。（
左
写
真
）

●
ソ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
張
り
の
目
安
は
？

　
ガ
イ
ド
バ
ー
中
央
部
で
ソ
ー
チ
ェ
ー

ま
す
。
テ
ス
ト
プ
ラ
グ
等
で
チ
ェ
ッ
ク

し
て
く
だ
さ
い
。

●
ど
ん
な
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
選
べ
ば
良

　
い
の
か
？

　
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
は
い
ろ
ん
な
大
き

さ
、
排
気
量
、
メ
ー
カ
ー
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
は
目
的
に
あ
っ
た
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

を
選
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。
切
る
木
の
大

き
さ
や
作
業
の
内
容
等
に
よ
っ
て
、
使
い

分
け
る
よ
う
に
し
ま
す
。
ま
た
、
竹
に
は

専
用
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
購
入
の
際
に
は
後
々
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
も
考
慮
し
て
販
売
店
を
選
ぶ

と
良
い
で
し
ょ
う
。

●
木
が
曲
が
っ
て
切
れ
て
し
ま
う
？

　
目
立
て
が
で
き
て
い
て
も
、
ソ
ー

チ
ェ
ー
ン
の
刃
の
長
さ
や
角
度
が
そ

ろ
っ
て
い
な
い
と
ま
っ
す
ぐ
に
切
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
目
立
て
を
す
る
と

き
、
利
き
手
で
擦
る
方
が
減
り
や
す
い

の
で
、
両
側
と
も
同
じ
に
な
る
よ
う
に

注
意
し
ま
す
。
ま
た
、
ガ
イ
ド
ー
バ
ー

自
体
が
曲
が
っ
て
い
た
り
、
バ
ー
の
溝

が
片
減
り
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
の

で
、
確
認
が
必
要
で
す
。

●
キ
ャ
ブ
レ
タ
ー
の
調
整
は
？

　
ま
ず
、
低
速
、
高
速
ス
ク
リ
ュ
ー
を
時

計
方
向
い
っ
ぱ
い
回
し
て
全
閉
し
、
低

速
、
高
速
ス
ク
リ
ュ
ー
を
反
時
計
方
向
に

ゆ
っ
く
り
と
回
し
ま
す
。
回
す
量
は
概

■
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
■

　
こ
れ
ま
で
問
い
合
わ
せ
の
多
か
っ

た
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
関
す
る
質
問
に

つ
い
て
お
答
え
し
ま
す
。

●
エ
ン
ジ
ン
が
始
動
し
な
い
？

　
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
ト
ラ
ブ
ル
で
最
も

多
い
質
問
で
す
。
良
く
あ
る
原
因
に
、

エ
ア
ー
ク
リ
ー
ナ
が
詰
ま
っ
て
キ
ャ
ブ

レ
タ
ー
の
吸
気
が
不
足
し
、
エ
ン
ジ
ン

が
掛
か
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
燃
料
が
エ
ン
ジ
ン
に
送
ら
れ

て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め

に
、
ス
パ
ー
ク
プ
ラ
グ
を
外
し
て
み
ま

す
。
プ
ラ
グ
が
燃
料
で
濡
れ
て
い
れ
ば

燃
料
系
の
ト
ラ
ブ
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
あ
ま
り
に
も
濡
れ
て
い
れ
ば
、
エ

ン
ジ
ン
が
掛
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
チ
ョ
ー
ク
を
引
き
す
ぎ
て

混
合
気
を
過
度
に
吸
っ
て
い
る
状
態
な

の
で
、
シ
リ
ン
ダ
ー
を
し
ば
ら
く
乾
燥

さ
せ
て
か
ら
、
再
始
動
し
ま
す
。

　
プ
ラ
グ
が
濡
れ
て
い
な
い
場
合
、
燃
料

フ
ィ
ル
タ
ー
や
燃
料
パ
イ
プ
の
詰
ま
り
、

キ
ャ
ブ
レ
タ
ー
の
不
具
合
が
考
え
ら
れ

る
の
で
、
分
解
清
掃
が
必
要
で
す
。

　
燃
料
系
に
問
題
が
な
さ
そ
う
な
と
き

は
電
気
系
統
の
ト
ラ
ブ
ル
が
考
え
ら
れ

山
仕
事
の
道
具
⑤
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ら
れ
る
立
場
に
な
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
そ
の
た
め
の
自
己
研
鑽
に
は
、
現
場

で
の
実
践
と
併
せ
て
、
ネ
ッ
ト
の
検
索

な
ど
も
活
用
し
て
理
論
面
に
も
関
心
を

持
っ
て
い
ま
す
。

　
又
、遠
い
将
来
的
に
は
、自
分
が
手
が

け
た
各
地
の
現
場
の
将
来
の
姿
『
美
し

い
森
』
を
想
像
す
る
と
と
て
も
楽
し
み

が
あ
り
ま
す
。」
と
頼
も
し
い
返
事
が

返
っ
て
き
ま
し
た
。

○
お
わ
り
に

　
安
全
作
業
の
第
一
歩
で
あ
る
、
十
分

な
声
か
け
と
丁
寧
な
安
全
確
認
を
し
て

着
実
に
作
業
を
行
っ
て
い
る
若
い
フ
ォ

レ
ス
タ
ー
の
姿
を
み
な
が
ら
、
現
場
班

長
か
ら
の
「
安
全
に
よ
く
注
意
し
て
大

き
く
成
長
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま

す
。」と
の
期
待
の
言
葉
を
聞
い
て
、
現

地
で
の
聞
き
取
り
を
終
え
ま
し
た
。　

　
多
忙
な
作
業
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

快
く
取
材
に
応
じ
て
い
た
だ
い
た
関
係

者
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　（
林
業
普
及
指
導
員
　
中
村
　
学
）

＊
Ｏ
Ｊ
Ｔ（O

n  The  Job  Training

）

　
職
場
で
実
際
の
仕
事
を
通
じ
て
必
要
な
知
識
や

技
能
を
身
に
つ
け
て
い
く
こ
と
。「
職
場
内
訓
練
」と

も
い
う
。

脚
を
か
す
め
た
体
験
が
あ
り
ま
す
。以

降
、
よ
り
注
意
を
集
中
さ
せ
る
様
に
な

り
ま
し
た
。

○
高
性
能
林
業
機
械
に
つ
い
て
は
？

　
緑
の
雇
用
研
修
等
の
充
実
し
た
各
現

場
研
修
に
加
え
て
、Ｏ
Ｊ
Ｔ
な
ど
に
よ

り
、
高
性
能
林
業
機
械
の
オ
ペ
も
し
て

い
ま
す
。こ
の
現
場
で
は
、プ
ロ
セ
ッ
サ

を
操
作
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
出
来
る
限
り
勉
強
（
研

修
）
の
機
会
を
求
め
て
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
将
来
に
つ
い
て
は
？
（
５
年
後
の
自

　
分
の
姿
を
尋
ね
て
み
る
と
）

（
少
し
考
え
て
）「
今
は
、ま
だ
教
わ
る
立

場
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
技

術
を
体
得
し
て
、
他
人
に『
技
』を
伝
え

し
た
が
、
地
元
へ
の
Ｕ
タ
ー
ン
を
考
え

て
い
た
時
に
、友
人
の
岸
本
さ
ん（
約
半

年
早
く
岡
山
森
林
組
合
に
採
用
）
に
紹

介
さ
れ
、
平
成
21
年
11
月
に
採
用
さ
れ

ま
し
た
。

　
平
成
22
年
度
に
は
、
緑
の
雇
用
研
修

に
参
加
し
ま
し
た
。

○
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
に
な
っ
て
い
か
が
で

　
す
か
？

　
造
林
班
に
就
い
て
み
て
、
考
え
て
い

た
と
お
り
の
自
然
の
中
の
充
実
し
た
有

意
義
な
仕
事
で
、
優
し
く
も
厳
し
い
班

の
先
輩
達
の
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
受
け
て
い
ま

す
。自
分
の
性
分
に
も
よ
く
合
っ
て
い

る
と
思
う
の
で
、
末
永
く
続
け
て
ゆ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。ち
な
み
に
座

右
の
銘
は
、「
自
然
体
で
・
・
・
」で
す
。

又
、
山
菜
な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
山
の
恵

み
の
知
識
も
増
や
し
て
、
豊
か
な
人
生

に
結
び
つ
け
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
初
め
て
緊
張
の
中
で
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

で
樹
を
伐
っ
た
時
の
感
動
に
は
忘
れ
が

た
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。（
初
め
の
う
ち

は
、
皆
と
同
じ
く
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
は
、

「
こ
わ
い
」道
具
と
目
に
映
っ
て
い
た
頃

も
あ
り
ま
し
た
。

○
ぶ
し
つ
け
な
が
ら
「
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト

　
体
験
」は
？  

　
初
め
の
頃
、チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
刃
が

○
は
じ
め
に             

　
白
い
も
の
が
舞
う
２
月
初
旬
、
浮
森

組
合
長
紹
介
の
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
杉
本
洋

さ
ん
を
岡
山
市
北
区
建
部
町
の
間
伐
現

場（
財
産
区
有
林
）に
訪
ね
ま
し
た
。

○
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
は
？

　
旧
加
茂
川
町
円
城
の
出
身
で
、
山
の

中
で
育
ち
ま
し
た
が
、特
に「
森
林
・
林

業
」
を
意
識
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
県
南
で
警
備
の
仕
事
等
を
し
て
い
ま

普
及
最
前
線

「
こ
の
人
に
聞
く
！
」

普
及
最
前
線

「
こ
の
人
に
聞
く
！
」

普
及
最
前
線

「
こ
の
人
に
聞
く
！
」

杉
本

　洋
さ
ん
（
　
歳
）

岡
山
森
林
組
合

  

フ
ォ
レ
ス
タ
ー   

８

す
ぎ
も
と

　
　ひ
ろ
し

30

－４－－５－

プロセッサの作業中

ン
を
引
っ
張
り
上
げ
、
ド
ラ
イ
ブ
リ
ン

ク
が
ガ
イ
ド
バ
ー
か
ら
出
る
か
出
な
い

か
ぐ
ら
い
を
目
安
と
し
ま
す
。
な
お
、

ス
プ
ロ
ケ
ッ
ト
ノ
ー
ズ
バ
ー
は
き
つ
め

に
、
ハ
ー
ド
ノ
ー
ズ
バ
ー
は
少
し
緩
め

に
し
ま
す
。

●
燃
料
の
混
合
比
は
？

　
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
燃
料
は
無
鉛
ガ
ソ

リ
ン
に
２
サ
イ
ク
ル
エ
ン
ジ
ン
の
オ
イ

ル
を
混
ぜ
た
混
合
油
を
使
用
し
ま
す
。

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
場
合
25
〜
50
：
１
の

混
合
比
の
燃
料
が
一
般
的
で
す
。
オ
イ

ル
の
量
が
規
程
よ
り
多
い
と
カ
ー
ボ
ン

が
た
ま
り
や
す
く
、
少
な
い
と
エ
ン
ジ

ン
が
焼
き
付
き
や
す
く
な
り
ま
す
。
な

お
、
最
近
で
は
50
：
１
の
比
率
を
使
用

す
る
機
種
が
主
流
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
資
格
は
？

　
労
働
安
全
衛
生
法
施
行
規
則
第36

条

に
よ
り
、
事
業
者
は
労
働
者
に
対
し
て

特
別
の
教
育
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。
講
習
は
林
業
・
木
材
製
造
業
労

働
災
害
防
止
協
会
や
建
機
メ
ー
カ
等
で

行
わ
れ
て
お
り
、
学
科
１
日
、
実
技
１

日
の
講
習
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
な
お
、
自
分
の
山
等
で
使
用
す
る

場
合
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
安
全
で

適
正
な
使
用
を
す
る
た
め
、
資
格
を
取

得
す
る
こ
と
を
お
奨
め
し
ま
す
。

（
普
及
推
進
課
　
林
業
普
及
推
進
班
）

ね
、
低
速
ス
ク
リ
ュ
ー
１
回
転
と
１
／
２

±
１
／
４
程
度
、
高
速
ス
ク
リ
ュ
ー
１
回

転
と
１
／
４
±
１
／
４
程
度
で
す
。
機

種
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
る
の
で
取
扱
説
明

書
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
次
に
エ
ン
ジ

ン
を
始
動
さ
せ
、ア
イ
ド
リ
ン
グ
状
態
で

ソ
ー
チ
ェ
ン
が
回
転
し
な
い
よ
う
に
ア
イ

ド
リ
ン
グ
ス
ク
リ
ュ
ー
を
調
整
し
ま
す
。

そ
の
後
、
軽
く
ス
ロ
ッ
ト
ル
を
引
き
な
が

ら
、
ス
ム
ー
ズ
に
エ
ン
ジ
ン
が
吹
き
上
が

る
よ
う
に
、
低
速
ス
ク
リ
ュ
ー
を
微
調
整

し
ま
す
。
次
に
フ
ル
ス
ロ
ッ
ト
ル
に
し
て
、

エ
ン
ジ
ン
音
を
聞
き
な
が
ら
、一
番
甲
高

い
音
に
な
る
よ
う
高
速
ス
ク
リ
ュ
ー
で
調

整
し
ま
す
。
最
近
で
は
、
キ
ャ
ブ
レ
タ
ー

調
整
不
要
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
も
販
売
さ
れ
て

い
ま
す
。（
左
写
真
）

●
ソ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
張
り
の
目
安
は
？

　
ガ
イ
ド
バ
ー
中
央
部
で
ソ
ー
チ
ェ
ー

ま
す
。
テ
ス
ト
プ
ラ
グ
等
で
チ
ェ
ッ
ク

し
て
く
だ
さ
い
。

●
ど
ん
な
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
選
べ
ば
良

　
い
の
か
？

　
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
は
い
ろ
ん
な
大
き

さ
、
排
気
量
、
メ
ー
カ
ー
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
は
目
的
に
あ
っ
た
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

を
選
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。
切
る
木
の
大

き
さ
や
作
業
の
内
容
等
に
よ
っ
て
、
使
い

分
け
る
よ
う
に
し
ま
す
。
ま
た
、
竹
に
は

専
用
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
購
入
の
際
に
は
後
々
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
も
考
慮
し
て
販
売
店
を
選
ぶ

と
良
い
で
し
ょ
う
。

●
木
が
曲
が
っ
て
切
れ
て
し
ま
う
？

　
目
立
て
が
で
き
て
い
て
も
、
ソ
ー

チ
ェ
ー
ン
の
刃
の
長
さ
や
角
度
が
そ

ろ
っ
て
い
な
い
と
ま
っ
す
ぐ
に
切
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
目
立
て
を
す
る
と

き
、
利
き
手
で
擦
る
方
が
減
り
や
す
い

の
で
、
両
側
と
も
同
じ
に
な
る
よ
う
に

注
意
し
ま
す
。
ま
た
、
ガ
イ
ド
ー
バ
ー

自
体
が
曲
が
っ
て
い
た
り
、
バ
ー
の
溝

が
片
減
り
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
の

で
、
確
認
が
必
要
で
す
。

●
キ
ャ
ブ
レ
タ
ー
の
調
整
は
？

　
ま
ず
、
低
速
、
高
速
ス
ク
リ
ュ
ー
を
時

計
方
向
い
っ
ぱ
い
回
し
て
全
閉
し
、
低

速
、
高
速
ス
ク
リ
ュ
ー
を
反
時
計
方
向
に

ゆ
っ
く
り
と
回
し
ま
す
。
回
す
量
は
概

■
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
■

　
こ
れ
ま
で
問
い
合
わ
せ
の
多
か
っ

た
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
関
す
る
質
問
に

つ
い
て
お
答
え
し
ま
す
。

●
エ
ン
ジ
ン
が
始
動
し
な
い
？

　
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
ト
ラ
ブ
ル
で
最
も

多
い
質
問
で
す
。
良
く
あ
る
原
因
に
、

エ
ア
ー
ク
リ
ー
ナ
が
詰
ま
っ
て
キ
ャ
ブ

レ
タ
ー
の
吸
気
が
不
足
し
、
エ
ン
ジ
ン

が
掛
か
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
燃
料
が
エ
ン
ジ
ン
に
送
ら
れ

て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め

に
、
ス
パ
ー
ク
プ
ラ
グ
を
外
し
て
み
ま

す
。
プ
ラ
グ
が
燃
料
で
濡
れ
て
い
れ
ば

燃
料
系
の
ト
ラ
ブ
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
あ
ま
り
に
も
濡
れ
て
い
れ
ば
、
エ

ン
ジ
ン
が
掛
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
チ
ョ
ー
ク
を
引
き
す
ぎ
て

混
合
気
を
過
度
に
吸
っ
て
い
る
状
態
な

の
で
、
シ
リ
ン
ダ
ー
を
し
ば
ら
く
乾
燥

さ
せ
て
か
ら
、
再
始
動
し
ま
す
。

　
プ
ラ
グ
が
濡
れ
て
い
な
い
場
合
、
燃
料

フ
ィ
ル
タ
ー
や
燃
料
パ
イ
プ
の
詰
ま
り
、

キ
ャ
ブ
レ
タ
ー
の
不
具
合
が
考
え
ら
れ

る
の
で
、
分
解
清
掃
が
必
要
で
す
。

　
燃
料
系
に
問
題
が
な
さ
そ
う
な
と
き

は
電
気
系
統
の
ト
ラ
ブ
ル
が
考
え
ら
れ

山
仕
事
の
道
具
⑤
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町
村
森
林
整
備
計
画
作
成
演
習
等
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

・
研
修
Ⅰ  

５
日
間
（
７
月
〜
９
月
）

・
研
修
Ⅱ  

５
日
間
（
９
月
〜
11
月
）

②
通
信
研
修

　
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
研
修
受
講
生
が
製

材
所
や
合
板
工
場
に
赴
き
、
加
工
・
流

通
の
ニ
ー
ズ
に
関
す
る
情
報
収
集
を
行

い
ま
し
た
。

・
研
修
期
間
　
１
日
間
（
12
月
）

③
集
合
研
修

　
市
町
村
森
林
整
備
計
画
の
作
成
支
援

等
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
活
動
を
行
っ
た
際

に
直
面
し
た
課
題
を
発
表
し
、
そ
の
解

決
策
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
又
は
全
体
で

検
討
し
ま
し
た
。

・
研
修
期
間  

２
日
間
（
１
月
〜
２
月
）

・
場
　
　
所
　
東
京
都

五

　お
わ
り
に

　
岡
山
県
で
は
、
今
後
も
准
フ
ォ
レ
ス

タ
ー
研
修
に
林
業
普
及
指
導
員
を
派
遣

し
、
森
林
の
整
備
・
保
全
や
林
業
の
再

生
に
貢
献
し
う
る
人
材
の
育
成
に
努
め

る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
（
林
政
課
　
普
及
指
導
班
）

識
と
と
も
に
森
林
計
画
の
作
成
や
路
網

作
設
、
森
林
所
有
者
等
へ
の
指
導
な
ど

の
実
務
経
験
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
研
修
で

は
、
森
林
施
業
、
路
網
、
作
業
シ
ス
テ

ム
な
ど
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え
方

や
現
場
で
合
意
形
成
を
図
り
計
画
を
実

行
し
て
い
く
た
め
の
基
本
的
な
知
識
、

そ
し
て
何
よ
り
地
域
の
森
林
・
林
業
を

再
生
さ
せ
よ
う
と
す
る
心
構
え
を
し
っ

か
り
と
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　
当
該
研
修
は
、
講
師
か
ら
知
識
等
を

一
方
的
に
伝
達
す
る
と
い
っ
た
研
修
で

は
な
く
、
研
修
生
が
、
研
修
生
同
士
あ

る
い
は
講
師
と
の
議
論
を
通
じ
な
が

ら
、
自
分
な
り
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に

お
け
る
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
の
活
動
の
姿

を
考
え
、
イ
メ
ー
ジ
を
つ
か
む
た
め
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
現
地
で
の
議
論
な

ど
対
話
型
の
内
容
が
主
体
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
研
修
は
、
①
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
研

修
、
②
通
信
研
修
及
び
③
集
合
研
修
で

構
成
さ
れ
て
お
り
、
岡
山
県
か
ら
は
①

及
び
②
に
各
４
名
、
③
に
２
名
の
林
業

普
及
指
導
員
が
受
講
し
ま
し
た
。

①
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
研
修

　
近
畿
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
新
見
市

で
開
催
さ
れ
、
集
約
化
施
業
演
習
や
市

変
更
や
森
林
経
営
計
画
の
認
定
支
援
な

ど
市
町
村
森
林
整
備
計
画
の
実
行
に
関

す
る
市
町
村
へ
の
技
術
的
支
援
を
行
い

ま
す
。

三

　准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー

　
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
制
度
に
つ
い
て
は
、

現
行
の
林
業
普
及
指
導
員
の
資
格
試
験

を
見
直
し
、
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
の
資
格
試

験
と
し
て
再
構
築
し
、
平
成
25
年
度
か

ら
の
資
格
認
定
を
目
指
す
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
新
た
な
森
林
計
画
制
度

は
平
成
24
年
度
か
ら
始
ま
る
こ
と
か

ら
、
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
が
育
成
さ
れ
る
ま

で
の
間
、
都
道
府
県
等
の
職
員
を
対
象

と
し
て
研
修
を
実
施
し
、
准
フ
ォ
レ
ス

タ
ー
と
し
て
育
成
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　
こ
の
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
は
、
業
務
内

容
は
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
と
同
様
の
活
動
を

行
う
こ
と
と
し
、
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
と

し
て
の
実
務
経
験
を
重
ね
、
将
来
的
に

は
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
に
認
定
さ
れ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

四

　准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
研
修

　
前
述
の
よ
う
な
支
援
を
行
う
た
め
に

は
、
森
林
計
画
制
度
や
補
助
制
度
だ
け

で
な
く
森
づ
く
り
や
道
づ
く
り
に
関
す

る
科
学
的
知
見
、
木
材
生
産
に
お
け
る

作
業
シ
ス
テ
ム
、
木
材
の
流
通
や
販
売

な
ど
川
上
か
ら
川
下
ま
で
の
幅
広
い
知

一

　は
じ
め
に

  

国
で
は
、
今
後
10
年
間
を
目
途
に
我

が
国
の
森
林
・
林
業
を
再
生
す
る
た
め

の
指
針
と
し
て
、
「
森
林
・
林
業
再
生

プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
市
町
村
森
林
整

備
計
画
を
地
域
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と

し
て
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
、
森
林
経

営
計
画
の
創
設
な
ど
森
林
計
画
制
度
の

見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
森
林
・
林
業

の
再
生
に
向
け
た
現
場
で
の
取
組
の
中

心
的
役
割
を
担
う
市
町
村
の
森
林
・
林

業
行
政
を
支
援
す
る
人
材
と
し
て
森

林
・
林
業
に
関
す
る
知
識
・
技
術
や
森

林
計
画
・
路
網
作
設
等
の
現
場
経
験
を

有
す
る
者
を
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
と
し
て
育

成
・
活
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

二

　フ
ォ
レ
ス
タ
ー

　
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
は
、
広
域
的
・
長
期

的
な
視
点
を
持
っ
て
、
地
域
の
森
づ
く

り
、
道
づ
く
り
を
構
想
す
る
と
と
も

に
、
中
心
的
な
立
場
で
地
域
の
森
林
・

林
業
関
係
者
を
指
導
し
、
地
域
の
森

林
・
林
業
を
再
生
す
る
た
め
の
中
心
的

役
割
を
担
う
人
材
で
あ
り
、
具
体
的
に

は
、
市
町
村
森
林
整
備
計
画
の
作
成
・

専門情報
日
本
型
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
制
度

日
本
型
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
制
度

－６－－７－

　
こ
れ
ま
で
発
行
さ
れ
て
き
た「
林
声
」

の
中
か
ら
時
代
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
な

写
真
な
ど
を
掲
載
し
て
き
ま
し
た
が
、

い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。

　
事
務
局
で
は
こ
れ
か
ら
も
会
員
皆
様

の
活
動
・
交
流
の
役
立
つ
機
関
誌
と
な

る
よ
う
に
内
容
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
最
近
の
気
に

な
る
話
題
・
ご
意
見
・
ご
要
望
・
イ
ベ

ン
ト
情
報
な
ど
お
気
軽
に
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。              

①
鍋
の
昆
布
を
取
り
出
し
、
味
噌
を
半

量
と
酒
を
入
れ
、
里
芋
・
ね
ぎ
以
外
の

野
菜
と
肉
を
入
れ
、
火
に
か
け
る
。

②
あ
く
を
取
り
な
が
ら
野
菜
が
柔
ら
か

く
な
る
ま
で
煮
る
。
里
芋
を
入
れ
、
残

り
の
味
噌
と
み
り
ん
で
味
を
付
け
る
。

里
芋
が
柔
ら
か
く
な
っ
た
ら
仕
上
げ
に

し
ょ
う
ゆ
で
味
を
調
え
る
。

③
器
に
餅
を
入
れ
、②
を
注
ぎ
、
ね
ぎ

を
散
ら
す
。
好
み
で
七
味
を
振
る
。

　
昔
か
ら
美
作
地
方
で
は
「
山
家
汁
」

と
い
う
、
冬
に
な
る
と
四
里
四
方
で
採

れ
る
山
菜
や
獣
（
猪
・
兎
・
山
鳥
等
）

を
入
れ
て
囲
炉
裏
に
か
け
コ
ト
コ
ト
と

炊
い
た
味
噌
鍋
料
理
が
食
べ
ら
れ
て
い

た
そ
う
で
す
。
今
年
の
冬
は
例
年
に
比

べ
寒
い
日
や
降
雪
が
多
い
で
す
が
、
そ

う
い
う
と
き
こ
そ
作
っ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。 

〜
山
家
汁
〜

山
の
Ｂ
級
グ
ル
メ
の
紹
介

今
回
の
料
理
は
吉
野
お
き
な
草

の
会(

美
作
市
）
に
よ
り
農
産
物

直
売
所
の
朝
市
で
振
る
舞
わ
れ

て
い
た
も
の
で
す
。

山
家
汁

材料（４人分）
しし肉　200g　薄切りにし熱湯をかけ、
　　　　氷水に取り水気を切る(臭み抜き) 
大根　　200g   いちょう切り     
人参　　　60g いちょう切り              
白菜   　160g   ざく切り                    
ごぼう 　 60g　ささがきにして水に浸け、
　　　　あく抜きをする                          
里芋　　80g皮をむいて、食べやすい大きさ
　　　　に切る
こんにゃく　60g食べやすい大きさにちぎる
生しいたけ　40g　２つに切って細切り
ねぎ　　20g　小口切り　　

味噌　 大さじ３
酒　 大さじ２
みりん　大さじ1/2
だし汁　カップ４
鍋に昆布(10cm角位)を浸
けておく
しょうゆ２～３滴
七味　   適宜
餅 4個　(焼いた餅でも良い) 

『
林
声
』
六
十
年

「
林
声
」
200
号
記
念
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

　特
賞
「
し
ゅ
ぼ
巻
作
業
」

 

（
Ｓ
50
・
3
・
1 

No
・
200
号
　
よ
り
）

苗
畑
病
害
防
除
(
県
林
業
試
験
場
）

 

（
Ｓ
36
・
6
・
1 

No
.
100
号
　
よ
り
）

 

（
以
下 

省
略
）

や
ま
が
じ
る
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町
村
森
林
整
備
計
画
作
成
演
習
等
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

・
研
修
Ⅰ  

５
日
間
（
７
月
〜
９
月
）

・
研
修
Ⅱ  

５
日
間
（
９
月
〜
11
月
）

②
通
信
研
修

　
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
研
修
受
講
生
が
製

材
所
や
合
板
工
場
に
赴
き
、
加
工
・
流

通
の
ニ
ー
ズ
に
関
す
る
情
報
収
集
を
行

い
ま
し
た
。

・
研
修
期
間
　
１
日
間
（
12
月
）

③
集
合
研
修

　
市
町
村
森
林
整
備
計
画
の
作
成
支
援

等
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
活
動
を
行
っ
た
際

に
直
面
し
た
課
題
を
発
表
し
、
そ
の
解

決
策
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
又
は
全
体
で

検
討
し
ま
し
た
。

・
研
修
期
間  

２
日
間
（
１
月
〜
２
月
）

・
場
　
　
所
　
東
京
都

五

　お
わ
り
に

　
岡
山
県
で
は
、
今
後
も
准
フ
ォ
レ
ス

タ
ー
研
修
に
林
業
普
及
指
導
員
を
派
遣

し
、
森
林
の
整
備
・
保
全
や
林
業
の
再

生
に
貢
献
し
う
る
人
材
の
育
成
に
努
め

る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
（
林
政
課
　
普
及
指
導
班
）

識
と
と
も
に
森
林
計
画
の
作
成
や
路
網

作
設
、
森
林
所
有
者
等
へ
の
指
導
な
ど

の
実
務
経
験
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
研
修
で

は
、
森
林
施
業
、
路
網
、
作
業
シ
ス
テ

ム
な
ど
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え
方

や
現
場
で
合
意
形
成
を
図
り
計
画
を
実

行
し
て
い
く
た
め
の
基
本
的
な
知
識
、

そ
し
て
何
よ
り
地
域
の
森
林
・
林
業
を

再
生
さ
せ
よ
う
と
す
る
心
構
え
を
し
っ

か
り
と
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　
当
該
研
修
は
、
講
師
か
ら
知
識
等
を

一
方
的
に
伝
達
す
る
と
い
っ
た
研
修
で

は
な
く
、
研
修
生
が
、
研
修
生
同
士
あ

る
い
は
講
師
と
の
議
論
を
通
じ
な
が

ら
、
自
分
な
り
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に

お
け
る
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
の
活
動
の
姿

を
考
え
、
イ
メ
ー
ジ
を
つ
か
む
た
め
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
現
地
で
の
議
論
な

ど
対
話
型
の
内
容
が
主
体
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
研
修
は
、
①
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
研

修
、
②
通
信
研
修
及
び
③
集
合
研
修
で

構
成
さ
れ
て
お
り
、
岡
山
県
か
ら
は
①

及
び
②
に
各
４
名
、
③
に
２
名
の
林
業

普
及
指
導
員
が
受
講
し
ま
し
た
。

①
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
研
修

　
近
畿
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
新
見
市

で
開
催
さ
れ
、
集
約
化
施
業
演
習
や
市

変
更
や
森
林
経
営
計
画
の
認
定
支
援
な

ど
市
町
村
森
林
整
備
計
画
の
実
行
に
関

す
る
市
町
村
へ
の
技
術
的
支
援
を
行
い

ま
す
。

三

　准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー

　
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
制
度
に
つ
い
て
は
、

現
行
の
林
業
普
及
指
導
員
の
資
格
試
験

を
見
直
し
、
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
の
資
格
試

験
と
し
て
再
構
築
し
、
平
成
25
年
度
か

ら
の
資
格
認
定
を
目
指
す
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
新
た
な
森
林
計
画
制
度

は
平
成
24
年
度
か
ら
始
ま
る
こ
と
か

ら
、
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
が
育
成
さ
れ
る
ま

で
の
間
、
都
道
府
県
等
の
職
員
を
対
象

と
し
て
研
修
を
実
施
し
、
准
フ
ォ
レ
ス

タ
ー
と
し
て
育
成
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　
こ
の
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
は
、
業
務
内

容
は
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
と
同
様
の
活
動
を

行
う
こ
と
と
し
、
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
と

し
て
の
実
務
経
験
を
重
ね
、
将
来
的
に

は
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
に
認
定
さ
れ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

四

　准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
研
修

　
前
述
の
よ
う
な
支
援
を
行
う
た
め
に

は
、
森
林
計
画
制
度
や
補
助
制
度
だ
け

で
な
く
森
づ
く
り
や
道
づ
く
り
に
関
す

る
科
学
的
知
見
、
木
材
生
産
に
お
け
る

作
業
シ
ス
テ
ム
、
木
材
の
流
通
や
販
売

な
ど
川
上
か
ら
川
下
ま
で
の
幅
広
い
知

一

　は
じ
め
に

  

国
で
は
、
今
後
10
年
間
を
目
途
に
我

が
国
の
森
林
・
林
業
を
再
生
す
る
た
め

の
指
針
と
し
て
、
「
森
林
・
林
業
再
生

プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
市
町
村
森
林
整

備
計
画
を
地
域
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と

し
て
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
、
森
林
経

営
計
画
の
創
設
な
ど
森
林
計
画
制
度
の

見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
森
林
・
林
業

の
再
生
に
向
け
た
現
場
で
の
取
組
の
中

心
的
役
割
を
担
う
市
町
村
の
森
林
・
林

業
行
政
を
支
援
す
る
人
材
と
し
て
森

林
・
林
業
に
関
す
る
知
識
・
技
術
や
森

林
計
画
・
路
網
作
設
等
の
現
場
経
験
を

有
す
る
者
を
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
と
し
て
育

成
・
活
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

二

　フ
ォ
レ
ス
タ
ー

　
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
は
、
広
域
的
・
長
期

的
な
視
点
を
持
っ
て
、
地
域
の
森
づ
く

り
、
道
づ
く
り
を
構
想
す
る
と
と
も

に
、
中
心
的
な
立
場
で
地
域
の
森
林
・

林
業
関
係
者
を
指
導
し
、
地
域
の
森

林
・
林
業
を
再
生
す
る
た
め
の
中
心
的

役
割
を
担
う
人
材
で
あ
り
、
具
体
的
に

は
、
市
町
村
森
林
整
備
計
画
の
作
成
・

専門情報
日
本
型
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
制
度

日
本
型
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
制
度

－６－－７－

　
こ
れ
ま
で
発
行
さ
れ
て
き
た「
林
声
」

の
中
か
ら
時
代
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
な

写
真
な
ど
を
掲
載
し
て
き
ま
し
た
が
、

い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。

　
事
務
局
で
は
こ
れ
か
ら
も
会
員
皆
様

の
活
動
・
交
流
の
役
立
つ
機
関
誌
と
な

る
よ
う
に
内
容
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
最
近
の
気
に

な
る
話
題
・
ご
意
見
・
ご
要
望
・
イ
ベ

ン
ト
情
報
な
ど
お
気
軽
に
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。              

①
鍋
の
昆
布
を
取
り
出
し
、
味
噌
を
半

量
と
酒
を
入
れ
、
里
芋
・
ね
ぎ
以
外
の

野
菜
と
肉
を
入
れ
、
火
に
か
け
る
。

②
あ
く
を
取
り
な
が
ら
野
菜
が
柔
ら
か

く
な
る
ま
で
煮
る
。
里
芋
を
入
れ
、
残

り
の
味
噌
と
み
り
ん
で
味
を
付
け
る
。

里
芋
が
柔
ら
か
く
な
っ
た
ら
仕
上
げ
に

し
ょ
う
ゆ
で
味
を
調
え
る
。

③
器
に
餅
を
入
れ
、②
を
注
ぎ
、
ね
ぎ

を
散
ら
す
。
好
み
で
七
味
を
振
る
。

　
昔
か
ら
美
作
地
方
で
は
「
山
家
汁
」

と
い
う
、
冬
に
な
る
と
四
里
四
方
で
採

れ
る
山
菜
や
獣
（
猪
・
兎
・
山
鳥
等
）

を
入
れ
て
囲
炉
裏
に
か
け
コ
ト
コ
ト
と

炊
い
た
味
噌
鍋
料
理
が
食
べ
ら
れ
て
い

た
そ
う
で
す
。
今
年
の
冬
は
例
年
に
比

べ
寒
い
日
や
降
雪
が
多
い
で
す
が
、
そ

う
い
う
と
き
こ
そ
作
っ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。 

〜
山
家
汁
〜

山
の
Ｂ
級
グ
ル
メ
の
紹
介

今
回
の
料
理
は
吉
野
お
き
な
草

の
会(

美
作
市
）
に
よ
り
農
産
物

直
売
所
の
朝
市
で
振
る
舞
わ
れ

て
い
た
も
の
で
す
。

山
家
汁

材料（４人分）
しし肉　200g　薄切りにし熱湯をかけ、
　　　　氷水に取り水気を切る(臭み抜き) 
大根　　200g   いちょう切り     
人参　　　60g いちょう切り              
白菜   　160g   ざく切り                    
ごぼう 　 60g　ささがきにして水に浸け、
　　　　あく抜きをする                          
里芋　　80g皮をむいて、食べやすい大きさ
　　　　に切る
こんにゃく　60g食べやすい大きさにちぎる
生しいたけ　40g　２つに切って細切り
ねぎ　　20g　小口切り　　

味噌　 大さじ３
酒　 大さじ２
みりん　大さじ1/2
だし汁　カップ４
鍋に昆布(10cm角位)を浸
けておく
しょうゆ２～３滴
七味　   適宜
餅 4個　(焼いた餅でも良い) 

『
林
声
』
六
十
年

「
林
声
」
200
号
記
念
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

　特
賞
「
し
ゅ
ぼ
巻
作
業
」

 

（
Ｓ
50
・
3
・
1 

No
・
200
号
　
よ
り
）

苗
畑
病
害
防
除
(
県
林
業
試
験
場
）

 

（
Ｓ
36
・
6
・
1 

No
.
100
号
　
よ
り
）

 

（
以
下 

省
略
）

や
ま
が
じ
る
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昨
年
４
月
の
森
林
法
改
正
に
よ
り
、

今
年
４
月
以
降
、
森
林
の
土
地
の
所
有

者
と
な
っ
た
方
は
市
町
村
長
へ
の
事
後

届
出
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

■
届
出
対
象
者
　
個
人
・
法
人
を
問
わ

ず
、
売
買
や
相
続
等
に
よ
り
森
林
の
土

地
を
新
た
に
取
得
し
た
方
は
、
面
積
に

関
わ
ら
ず
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
た
だ
し
、
国
土
利
用
計
画
法
に

基
づ
く
土
地
売
買
契
約
の
届
出
を
提
出

し
て
い
る
方
は
対
象
外
で
す
。

（※

）
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
き
、

次
の
面
積
以
上
の
土
地
の
売
買
契
約
を

し
た
時
は
事
後
届
出
が
必
要
で
す
。

○
市
街
化
区
域
／
２
０
０
０
㎡

○
そ
の
他
の
都
市
計
画
区
域
／
５
０
０
０
㎡

○
都
市
計
画
区
域
外
／
１
万
㎡

■
届
出
期
間
　
土
地
の
所
有
者
と
な
っ

た
日
か
ら
90
日
以
内
に
、
取
得
し
た
土

地
の
あ
る
市
町
村
の
長
に
届
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

■
届
出
事
項
　
届
出
書
に
は
、
届
出
者

と
前
所
有
者
の
住
所
氏
名
、
所
有
者
と

な
っ
た
年
月
日
、
所
有
権
移
転
の
原

因
、
土
地
の
所
在
場
所
・
面
積
と
と
も

に
、
土
地
の
用
途
等
を
記
載
し
ま
す
。

添
付
書
類
と
し
て
、
登
記
事
項
証
明
書

（
治
山
課
　
造
林
班
）

                             

●
玉
掛
け
講
習(

未
経
験
者
）

　
岡
山  

３
月
１
・
２
日

 

◇
問
合
せ
先

（
社
）
岡
山
県
労
働
基
準
協
会

（
０
８
６
）
２
２
５
―

３
５
７
１

●
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
士
免
許
試
験

　
　
　
　
３
月
５
日

◇
問
合
せ
先

中
国
四
国
安
全
衛
生
技
術
セ
ン
タ
ー

（
０
８
４
）
９
５
４
―

４
６
６
１

（
写
し
も
可
）
又
は
土
地
売
買
契
約
書

な
ど
権
利
を
取
得
し
た
こ
と
が
分
か
る

書
類
の
写
し
、
土
地
の
位
置
を
示
す
図

面
が
必
要
で
す
。

※

詳
し
く
は
、
お
住
ま
い
の
市
町
村
や

最
寄
り
の
県
民
局
森
林
企
画
課
又
は
地

域
事
務
所
地
域
森
林
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

 

　
　
　
（
林
政
課
　
森
林
企
画
班
）

                             

　
　

  

３
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
は
空
気
が

乾
燥
し
、
強
い
風
の
吹
く
日
も
多
い
こ

と
か
ら
、
山
火
事
が
大
変
発
生
し
や
す

い
季
節
で
す
。

　
岡
山
県
で
は
、
３
月
を
「
山
火
事
予

防
運
動
月
間
」
と
定
め
、
「
忘
れ
な
い  

山
へ
の
感
謝
と 

火
の
始
末
」
を
統
一

標
語
に
、
予
防
意
識
の
啓
発
や
予
防
対

策
の
強
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
10
㌶
以
上
の
大
規
模
な
山
火

事
が
２
件
発
生
す
る
な
ど
、
貴
重
な
緑

が
87
㌶
も
失
わ
れ
ま
し
た
。

　
山
火
事
は
、
た
き
火
の
不
始
末
や
火

遊
び
な
ど
、
人
の
不
注
意
が
主
な
原
因

で
す
。

　
屋
外
で
火
を
扱
う
時
に
は
細
心
の
注

意
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

▼
▼
▼
お
知
ら
せ
▲
▲
▲

講
習
会
等
の
開
催
（
１
〜
３
月
）

森
林
の
所
有
者
届
出
制
度
が

４
月
か
ら 

ス
タ
ー
ト
し
ま
す 

３
月
は
「
山
火
事
予
防
運
動
月
間
」

で
す

Information

（
岡
山
県
林
業
改
良
普
及
協
会
事
務
局
）

（
以
下
省
略
）

三
○
○
号
ま
で
の
歩
み

森林林業関係イベント参加者募集中
実施年月日 開　催　場　所 イベントの名称 問い合わせ・申し込み先

欅の杜塾　塾長　田村駿逸
TEL 0866-62-8614

真庭森林組合
TEL 0867-44-3036

欅の杜塾　塾長　田村駿逸
TEL 0866-62-8614

岡山県自然保護センター
TEL 0869-88-1190

欅の杜塾・第 143 回杜の市
（特産品の販売など）

第３回杜人 in まにわ
（木工教室等）

欅の杜塾・第 144 回杜の市
（特産品の販売など）

人とみどりと野鳥のつどい

欅の杜
（井原市門田町地内）

勝山木材ふれあい会館
（真庭市三田）

欅の杜
（井原市門田町地内）

岡山県自然保護センター
（和気町田賀）

3.18（日）
9：00～12：30

3.20（火・祝）

4.15（日）
9：00～12：30

4.29（日）　

口座振込は
こちらへ

ゆうちょ銀行  　 01270－0－5225
中国銀行岡山駅前支店　　1852041
トマト銀行岡山駅前支店　1027972

募金期間
春のみどりの月間　　　

　  　4月1日～ 5月31日
秋のみどりの月間　　　

　　10月1日～10月31日

緑の募金でふせごう地球温暖化

（社）岡山県緑化推進協会
岡山市北区錦町１－８　TEL・FAX （086）221－9511

販売元：日植アグリ株式会社
            TEL.086－292－5525

大同商事㈱大阪営業所
TEL：06－6231－2819

安全・人と自然・調和
造林木を野生動物の食害から守る

バークガード 防獣ネット

★新発売★マッケンジー注入剤

◎
投
稿
募
集
し
て
い
ま
す

 

事
務
局
で
は
会
員
の
方
か
ら
の
、
紙

面
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
要
望
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
、
参
加
者
募
集
の
お
知
ら
せ
も

行
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
情
報
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
イ
ベ
ン
ト
・

参
加
者
募
集
に
つ
き
ま
し
て
は
、
掲
載

希
望
月
の
２
ヶ
月
前
ま
で
に
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。 

　

 

送
付
先                 

　

 

７
０
０‒

８
５
７
０

　
　
岡
山
県
庁
林
政
課
内
　
ま
た
は

 

７
１
７‒

０
０
１
３
　

    

森
林
研
究
所
木
材
加
工
研
究
室
内

（昨年度の杜人 in まにわの様子）

－８－－９－

森
林
公
園
の
大
杉

（
Ｈ
3
・
11
・
1 

No
・
300
号
　
よ
り
）

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
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昨
年
４
月
の
森
林
法
改
正
に
よ
り
、

今
年
４
月
以
降
、
森
林
の
土
地
の
所
有

者
と
な
っ
た
方
は
市
町
村
長
へ
の
事
後

届
出
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

■
届
出
対
象
者
　
個
人
・
法
人
を
問
わ

ず
、
売
買
や
相
続
等
に
よ
り
森
林
の
土

地
を
新
た
に
取
得
し
た
方
は
、
面
積
に

関
わ
ら
ず
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
た
だ
し
、
国
土
利
用
計
画
法
に

基
づ
く
土
地
売
買
契
約
の
届
出
を
提
出

し
て
い
る
方
は
対
象
外
で
す
。

（※

）
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
き
、

次
の
面
積
以
上
の
土
地
の
売
買
契
約
を

し
た
時
は
事
後
届
出
が
必
要
で
す
。

○
市
街
化
区
域
／
２
０
０
０
㎡

○
そ
の
他
の
都
市
計
画
区
域
／
５
０
０
０
㎡

○
都
市
計
画
区
域
外
／
１
万
㎡

■
届
出
期
間
　
土
地
の
所
有
者
と
な
っ

た
日
か
ら
90
日
以
内
に
、
取
得
し
た
土

地
の
あ
る
市
町
村
の
長
に
届
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

■
届
出
事
項
　
届
出
書
に
は
、
届
出
者

と
前
所
有
者
の
住
所
氏
名
、
所
有
者
と

な
っ
た
年
月
日
、
所
有
権
移
転
の
原

因
、
土
地
の
所
在
場
所
・
面
積
と
と
も

に
、
土
地
の
用
途
等
を
記
載
し
ま
す
。

添
付
書
類
と
し
て
、
登
記
事
項
証
明
書

（
治
山
課
　
造
林
班
）

                             

●
玉
掛
け
講
習(

未
経
験
者
）

　
岡
山  

３
月
１
・
２
日

 

◇
問
合
せ
先

（
社
）
岡
山
県
労
働
基
準
協
会

（
０
８
６
）
２
２
５
―

３
５
７
１

●
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
士
免
許
試
験

　
　
　
　
３
月
５
日

◇
問
合
せ
先

中
国
四
国
安
全
衛
生
技
術
セ
ン
タ
ー

（
０
８
４
）
９
５
４
―

４
６
６
１

（
写
し
も
可
）
又
は
土
地
売
買
契
約
書

な
ど
権
利
を
取
得
し
た
こ
と
が
分
か
る

書
類
の
写
し
、
土
地
の
位
置
を
示
す
図

面
が
必
要
で
す
。

※

詳
し
く
は
、
お
住
ま
い
の
市
町
村
や

最
寄
り
の
県
民
局
森
林
企
画
課
又
は
地

域
事
務
所
地
域
森
林
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

 

　
　
　
（
林
政
課
　
森
林
企
画
班
）

                             

　
　

  

３
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
は
空
気
が

乾
燥
し
、
強
い
風
の
吹
く
日
も
多
い
こ

と
か
ら
、
山
火
事
が
大
変
発
生
し
や
す

い
季
節
で
す
。

　
岡
山
県
で
は
、
３
月
を
「
山
火
事
予

防
運
動
月
間
」
と
定
め
、
「
忘
れ
な
い  

山
へ
の
感
謝
と 

火
の
始
末
」
を
統
一

標
語
に
、
予
防
意
識
の
啓
発
や
予
防
対

策
の
強
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
10
㌶
以
上
の
大
規
模
な
山
火

事
が
２
件
発
生
す
る
な
ど
、
貴
重
な
緑

が
87
㌶
も
失
わ
れ
ま
し
た
。

　
山
火
事
は
、
た
き
火
の
不
始
末
や
火

遊
び
な
ど
、
人
の
不
注
意
が
主
な
原
因

で
す
。

　
屋
外
で
火
を
扱
う
時
に
は
細
心
の
注

意
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

▼
▼
▼
お
知
ら
せ
▲
▲
▲

講
習
会
等
の
開
催
（
１
〜
３
月
）

森
林
の
所
有
者
届
出
制
度
が

４
月
か
ら 

ス
タ
ー
ト
し
ま
す 

３
月
は
「
山
火
事
予
防
運
動
月
間
」

で
す

Information

（
岡
山
県
林
業
改
良
普
及
協
会
事
務
局
）

（
以
下
省
略
）

三
○
○
号
ま
で
の
歩
み

森林林業関係イベント参加者募集中
実施年月日 開　催　場　所 イベントの名称 問い合わせ・申し込み先

欅の杜塾　塾長　田村駿逸
TEL 0866-62-8614

真庭森林組合
TEL 0867-44-3036

欅の杜塾　塾長　田村駿逸
TEL 0866-62-8614

岡山県自然保護センター
TEL 0869-88-1190

欅の杜塾・第 143 回杜の市
（特産品の販売など）

第３回杜人 in まにわ
（木工教室等）

欅の杜塾・第 144 回杜の市
（特産品の販売など）

人とみどりと野鳥のつどい

欅の杜
（井原市門田町地内）

勝山木材ふれあい会館
（真庭市三田）

欅の杜
（井原市門田町地内）

岡山県自然保護センター
（和気町田賀）

3.18（日）
9：00～12：30

3.20（火・祝）

4.15（日）
9：00～12：30

4.29（日）　

口座振込は
こちらへ

ゆうちょ銀行  　 01270－0－5225
中国銀行岡山駅前支店　　1852041
トマト銀行岡山駅前支店　1027972

募金期間
春のみどりの月間　　　

　  　4月1日～ 5月31日
秋のみどりの月間　　　

　　10月1日～10月31日

緑の募金でふせごう地球温暖化

（社）岡山県緑化推進協会
岡山市北区錦町１－８　TEL・FAX （086）221－9511

販売元：日植アグリ株式会社
            TEL.086－292－5525

大同商事㈱大阪営業所
TEL：06－6231－2819

安全・人と自然・調和
造林木を野生動物の食害から守る

バークガード 防獣ネット

★新発売★マッケンジー注入剤

◎
投
稿
募
集
し
て
い
ま
す

 

事
務
局
で
は
会
員
の
方
か
ら
の
、
紙

面
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
要
望
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
、
参
加
者
募
集
の
お
知
ら
せ
も

行
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
情
報
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
イ
ベ
ン
ト
・

参
加
者
募
集
に
つ
き
ま
し
て
は
、
掲
載

希
望
月
の
２
ヶ
月
前
ま
で
に
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。 

　

 
送
付
先                 

　

 

７
０
０‒
８
５
７
０

　
　
岡
山
県
庁
林
政
課
内
　
ま
た
は

 

７
１
７‒
０
０
１
３
　

    

森
林
研
究
所
木
材
加
工
研
究
室
内

（昨年度の杜人 in まにわの様子）

－８－－９－

森
林
公
園
の
大
杉

（
Ｈ
3
・
11
・
1 

No
・
300
号
　
よ
り
）

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
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林  産  物  市  況

－10－－11－

樹　　　種

ス　ギ

ヒノキ

マ　ツ

米マツ

北洋アカマツ
ホワイトウッド

寸　　　　　　　　法

正角３ｍ　10.5cm角

正角３ｍ　12cm角

正角３ｍ　10.5cm角
正角３ｍ　12cm角

平角４ｍ　10.5 ～12cm×15～18cm

正角３ｍ、４ｍ　10.5cm角
平角３ｍ、４ｍ　10.5×15～21cm
タルキ４ｍ　3.8cm角
間柱３ｍ　2.7cm×10.5cm

等級
特等
特等
特等
特等
特等
特等

一等

特等
特等
特等
特等

区分
Ｇ
Ｋ
Ｇ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｇ
Ｋ
Ｇ
Ｇ
Ｋ
Ｋ

　　　安値～高値
30,000～35,000 
50,000～55,000 
30,000～35,000
50,000～55,000
60,000～65,000
60,000～63,000
35,000～40,000
60,000～65,000
45,000～48,000
45,000～48,000
61,000～71,000
48,000～55,000

製　材 （２月中旬）

注：価格は、岡山県内の市場の相場を参考とした。

樹種

杉

桧

松

長さ

３ｍ

４ｍ

６ｍ

３ｍ

４ｍ

６ｍ

３ｍ
４ｍ

径　級
８～13
14～16
18～20
22～24
８～13
18～22
24～28
18～20
８～13
14細
14～16
18～20
22～24
26cm上
８～11
12～13
14cm
16～18
20～22
24～28
30cm上
14cm
16cm
18～20
22cm上
18～24
24～30

直　　材
本220
9.5
9.5
10

本250
10
　10
18

本240
12.5
20
20
17
17

本360
本630
17
21
17
16
15
18
37
37
20
8
10

－
－
▼
－
－
－
－
－
－
－
▼
▼
－
－
－
－
▼
▼
▼
▼
－
－
－
－
－
－
－

小 曲 り
本140
6.5
6.5
6.5

本220
8.5
9
6

本140
8

16.5
16.5
12
12

本220
本400
13
17
13
13
12
10
30
30
18
5
5

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
▼
▼
－
－
－
▼
－
－
－
－
－
－
－
－
－

概　　　況
出荷材積

約1,400m３

　杉
中目材　弱気配
柱　材　弱気配
小径木　弱気配

　桧
中目材　強気配
柱　材　強気配
小径木　横ばい

　
　記号
   △　強気配
   －　横ばい
   ▼　弱気配

資料：岡山県森連勝山木材共販所市況速報、価格は中値。

単位：千円／m３木　材（２月17日）

お目当ての材を品定め中

〒703-8266  岡山市中区湊 125 番地２
TEL.086-277-7770  FAX.086-277-6003

〒702-8058  岡山市南区並木町二丁目16番22号
TEL.086-265-7350  FAX.086-265-1841

【
編
集
後
記
】

●
初
め
て
の
編
集
作
業
に
と
ま
ど
い
の
連
続
で

し
た
が
、
会
員
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
今
年
度

の
最
終
号
を
お
届
け
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
年
間
ご
愛
読
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

●
「
身
近
な
情
報
を
お
届
け
」
し
た
い
思
い
か

ら
、
森
林
組
合
の
活
動
や
山
林
作
業
を
さ
れ
て

い
る
方
へ
の
取
材
中
心
の
紙
面
に
な
り
ま
し
た

が
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。
A

●
林
声
六
十
年
。
変
わ
ら
な
い
こ
と
、
変
わ
っ

て
き
た
こ
と
を
振
り
返
っ
て
眺
め
な
が
ら
、
長

い
歴
史
と
伝
統
に
、
先
人
の
皆
さ
ま
か
ら
の
バ

ト
ン
の
重
み
を
感
じ
ま
し
た
。
百
号
記
念
の
一

言
に
共
感
し
て
い
ま
す
。
N

●
こ
れ
か
ら
も
会
員
皆
様
の
活
動
・
交
流
に
役

立
つ
広
報
誌
に
な
る
よ
う
内
容
を
充
実
さ
せ
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
是
非
、
ご
意
見
、
ご

要
望
な
ど
を
是
非
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
（
編
集

担
当
の
励
み
と
な
り
ま
す
。
）

緑豊かな自然を守る
治山・林道事業の普及啓発、技術援助

治山・林道の調査、測量、設計、積算

森林整備の総合計画

（社）岡山県治山林道協会
岡山市中区高屋225－1　TEL 086－271－3711
津山市二宮1849－2　 　TEL 0868－28－9360

〒700-0907  岡山市北区下石井２丁目１番３号
　　　　　　岡山第一生命ビルディング７階
TEL（086）226-3295  FAX（086）231-6344
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林  産  物  市  況

－10－－11－

樹　　　種

ス　ギ

ヒノキ

マ　ツ

米マツ

北洋アカマツ
ホワイトウッド

寸　　　　　　　　法

正角３ｍ　10.5cm角

正角３ｍ　12cm角

正角３ｍ　10.5cm角
正角３ｍ　12cm角

平角４ｍ　10.5 ～12cm×15～18cm

正角３ｍ、４ｍ　10.5cm角
平角３ｍ、４ｍ　10.5×15～21cm
タルキ４ｍ　3.8cm角
間柱３ｍ　2.7cm×10.5cm

等級
特等
特等
特等
特等
特等
特等

一等

特等
特等
特等
特等

区分
Ｇ
Ｋ
Ｇ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｇ
Ｋ
Ｇ
Ｇ
Ｋ
Ｋ

　　　安値～高値
30,000～35,000 
50,000～55,000 
30,000～35,000
50,000～55,000
60,000～65,000
60,000～63,000
35,000～40,000
60,000～65,000
45,000～48,000
45,000～48,000
61,000～71,000
48,000～55,000

製　材 （２月中旬）

注：価格は、岡山県内の市場の相場を参考とした。

樹種

杉

桧

松

長さ

３ｍ

４ｍ

６ｍ

３ｍ

４ｍ

６ｍ

３ｍ
４ｍ

径　級
８～13
14～16
18～20
22～24
８～13
18～22
24～28
18～20
８～13
14細
14～16
18～20
22～24
26cm上
８～11
12～13
14cm
16～18
20～22
24～28
30cm上
14cm
16cm
18～20
22cm上
18～24
24～30

直　　材
本220
9.5
9.5
10

本250
10
　10
18

本240
12.5
20
20
17
17

本360
本630
17
21
17
16
15
18
37
37
20
8
10

－
－
▼
－
－
－
－
－
－
－
▼
▼
－
－
－
－
▼
▼
▼
▼
－
－
－
－
－
－
－

小 曲 り
本140
6.5
6.5
6.5

本220
8.5
9
6

本140
8

16.5
16.5
12
12

本220
本400
13
17
13
13
12
10
30
30
18
5
5

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
▼
▼
－
－
－
▼
－
－
－
－
－
－
－
－
－

概　　　況
出荷材積

約1,400m３

　杉
中目材　弱気配
柱　材　弱気配
小径木　弱気配

　桧
中目材　強気配
柱　材　強気配
小径木　横ばい

　
　記号
   △　強気配
   －　横ばい
   ▼　弱気配

資料：岡山県森連勝山木材共販所市況速報、価格は中値。

単位：千円／m３木　材（２月17日）

お目当ての材を品定め中

〒703-8266  岡山市中区湊 125 番地２
TEL.086-277-7770  FAX.086-277-6003

〒702-8058  岡山市南区並木町二丁目16番22号
TEL.086-265-7350  FAX.086-265-1841

【
編
集
後
記
】

●
初
め
て
の
編
集
作
業
に
と
ま
ど
い
の
連
続
で

し
た
が
、
会
員
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
今
年
度

の
最
終
号
を
お
届
け
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
年
間
ご
愛
読
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

●
「
身
近
な
情
報
を
お
届
け
」
し
た
い
思
い
か

ら
、
森
林
組
合
の
活
動
や
山
林
作
業
を
さ
れ
て

い
る
方
へ
の
取
材
中
心
の
紙
面
に
な
り
ま
し
た

が
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。
A

●
林
声
六
十
年
。
変
わ
ら
な
い
こ
と
、
変
わ
っ

て
き
た
こ
と
を
振
り
返
っ
て
眺
め
な
が
ら
、
長

い
歴
史
と
伝
統
に
、
先
人
の
皆
さ
ま
か
ら
の
バ

ト
ン
の
重
み
を
感
じ
ま
し
た
。
百
号
記
念
の
一

言
に
共
感
し
て
い
ま
す
。
N

●
こ
れ
か
ら
も
会
員
皆
様
の
活
動
・
交
流
に
役

立
つ
広
報
誌
に
な
る
よ
う
内
容
を
充
実
さ
せ
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
是
非
、
ご
意
見
、
ご

要
望
な
ど
を
是
非
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
（
編
集

担
当
の
励
み
と
な
り
ま
す
。
）

緑豊かな自然を守る
治山・林道事業の普及啓発、技術援助

治山・林道の調査、測量、設計、積算

森林整備の総合計画

（社）岡山県治山林道協会
岡山市中区高屋225－1　TEL 086－271－3711
津山市二宮1849－2　 　TEL 0868－28－9360

〒700-0907  岡山市北区下石井２丁目１番３号
　　　　　　岡山第一生命ビルディング７階
TEL（086）226-3295  FAX（086）231-6344



平成 24 年３月 1日 第 422 号り ん せ い 平成 24 年３月 1日 第 422 号り ん せ い

　大佐山は、新見市の北西部に位置し、標高
988ｍの山頂からパラグライダーが楽しめるス
カイスポーツの山として知られています。
　正面登山道を使えば約1時間の登山が楽しむ
ことができ、山頂は360度の大パノラマで、中
国山地の山なみや雄大な雲海を眺めることがで
きます。

岡山県マスコット　うらっちとももっち
No.422.   2012.  3.  1

「大佐山」( 新見市 ) の紹介
国際森林年・日本のテーマは、「森を歩く」。今回は備作山地県立自然公園の一角にあり

山頂からの大パノラマで中国山地の山なみを楽しむことのできる「大佐山」を紹介します。
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森林の名称　大佐山（おおさやま）               

ア ク セ ス　大佐スマートＩＣから車で約 35 分   

山頂の施設  　センターハウス、レストラン  

　  　　　　　　展望風呂、ファミリーロッジなど

問い合わせ先　大佐山管理事務所  

                      TEL：（0867）98‒3461   

大佐山山頂から大佐方面を望む

　登山道中腹には、竜の伝説が残る竜王池があ
り、5～6月にはモリアオガエルの卵塊を見るこ
とができます。また、頂上付近には、風の精と
呼ばれる蝶ミドリシジミの棲むカシワの木が群
生し、ミズナラ・シャクナゲ・アテツマンサク
などの貴重な動植物を観察しながら、散策を行
うことができます。　

新緑の登山道を散策

1ヶ月あたり
約350円

1ヶ月あたり
約620円

森林
国営保険

FOREST
INSURANCE 加入できる森林は？　人の手が加わった森林

加入期間は？　　　　１年単位で何年でも！
保険金がでるのは？
　火災、風害、水害、雪害、干害等気象災の損害が
あったとき、森林所有者に支払われます。
　岡山県では過去５年間で20億円以上の保険金が支
払われました。

樹　　種…ヒノキ　契約時林齢…１年　 　　　     　　樹　　種…ヒノキ　契約時林齢…26年
保険期間…５年　　保険金額…最大188万円　  　 　 　保険期間…５年　　保険金額…最大299万円
一括払いだと２１，２２５円（５年間計）       　　　一括払いだと３７，３７５円（５年間計）

○保険金額を50％にすることにより、保険料を50％にすることも出来ます。
○条件によって契約金額が変わってきます。
○ご相談は、最寄りの森林組合、県民局（森林整備課）・地域事務所（地域森林課）の窓口へどうぞ。

ご契約のモデルケース（１haあたり）

電話番号　086（226）7455（直通）岡山県農林水産部治山課

共 販 日 の ご 案 内　　岡山県森林組合連合会
４／13（金）　新見木材共販所　開設48周年記念市 
４／17（火）　津山木材共販所　開設50周年記念市
４／27（金）　勝山木材共販所　開設46周年記念市        
◆各共販所とも多くの出荷をお待ちしております
　　　　５／25（金）乾しいたけ春季特市
　　　　岡山県乾椎茸品評会・箱物コンクールを６月に
　　　　開催しますので、多数のご出品・ご参加をお願いします。
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認定番号
K0809236

この用紙は、日本の森林を育てるために間伐材を
積極的に使用しています。（間伐材 10%+ 古紙 70%）


